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泉鏡花といえば、「高野聖」「草迷宮」といった、奥深い山の中や里山で繰り広げられる幻想
的な作品がよく知られている。 これは故郷・金沢の周縁にひろがる、豊かな自然をモチーフに

したものといえよう。

鏡花の上京は、明治23年(18 90)。 文壇を席巻していた尾崎紅葉の小説を読み、弟子入りを
志願したことに始まる。下積みの期間を経て、 やがて師を凌ぐ実力を発揮するようになった鏡

花は、台頭しつつある自然主義文学勢力と対峙する形で、 文壇の一翼を担うようになった。独
自の物語世界の構築は、幼少期に聴いた口碑伝説と昔話、 あるいは若くして亡くなった江戸生
まれの母への憧憬によって生まれたものであるが、魅力的な作品に、 東京を舞台としたものも
少なくない。 とりわけ「お化」を 「お江戸の真中電車の鈴の聞える所へ出したいと思ふ。」（「予
の態度」明治41 年）という考えのもとに著された作品からは、鏡花ならではの都市の捉え方が
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うかがわれる。 怪異諏は、自然の破壊によって生まれた都市文化の一部と位置づけられること
から、文学作品に表れた怪異を読み解くことは、 都市の様相を知るひとつの有効な手段ともい
えよう。

本論では、「葛飾砂子」（明治33年）、「陽炎座」（大正2 年 ・ 1913)、「黒髪」（大正7 年）といっ
た都市の怪異を描いた作品を通して、鏡花が見た都市 ・ 東京の姿を写し出してみたい。 まず
は、 作家・泉鏡花の誕生とその作品を概観し、 やがて執筆することになる著作との関わりを解
いてゆく。

1. 泉鏡花の生涯と作品

(1)鏡花と金沢
泉鏡花、本名 ・ 鏡太郎は、 明治6 年11月4日、石川 県金沢町に、父 ・ 清次、母 ・ 鈴の長男と

して生まれた。 清次 は、 加賀藩御用白銀細工職人 ・ 七代目 水野源六の弟子で、エ名を政光と

いった。鈴は江戸下谷の生まれ。加賀藩江戸詰の御手役者、 葛野流大鼓師・中田豊喜の娘であ
る。次兄・金太郎は、宝生流シテ方松本家 の養子となっている。鈴は、 明治元 年に一 家 で金沢
に移ったのち、泉清次 のもとに嫁いだ。彫金工の父と、能楽師の家 系である母との間に生まれ

た鏡太郎は、幼少より芸術的 感化を受ける環境に育ったといえる。 のちの作品「神竪」（明治42
2) 

年） に登場する工芸の名匠は、父の姿を写したものと言われ、 精密な技を求められる職人の血
は、技巧を凝らした鏡花の文体にも、 受け継がれていった。一方、 鈴が江戸から持ち込んだ草
双紙の類は、 鏡花文学の深層を支えるものとなり、 加賀騒動を扱った草双紙「北雪美談時代加

3) 
賀見」は、「由縁の女」などの作品への影響をみることが出来るという。

少年・鏡太郎の精神に、 多大な影響を与えたのは、 金沢の風土である。冬は深い雪に閉ざさ

れる一 方、夏にはこの地方独特の湿気の多い濃密な空気に包まれる。春や秋は豊かな河の流れ
も、 ひとたび嵐が起これば濁流となって人家を飲み込む。海、川 、滝、 池、沼…•••こうした命
ある 「水」の姿を、 作品にことごとく取り入れているのが鏡花文学の大きな特徴といえよう。

とりわけ市内を流れる浅野川と、 卯辰山の自然は、「照葉狂言」（明治29年）、「棲紅新草」（昭

和14年 ・ 1939)といった作品執筆のモチ ー フとなっている。浅野川 流域は、蒔絵、友禅、 彫金、
4) 

能楽などにまつわる文化の発信拠点であった。 また幼い鏡太郎は、祖毎の話す口碑伝説や昔話

の雪女の姿に恐れと憧れを抱いていたといわれている。 このように金沢は、 加賀藩前田家 の城
下町として、 江戸以来の高度な都市文明を持つ土地であるが、一歩郊外に出れば、豊かな民間
伝承に囲まれた場所でもあうた。都会と自然の両面を持つ金沢で成長した経験は、 のちの作
家 ・ 泉鏡花に都市・東京を舞台とした作品のなかでも、不思議 な現象を違和 感なく登場させる
下地をつくったのである。

母 ・ 鈴が28歳の若さで病没した時、鏡太郎は9歳の少年であった。やがて父に伴われて、石
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川県松任にある行善寺に詣でた際、同寺の摩耶夫人像に母の面影を発見した。 摩耶夫人は、そ

の袖から釈迦を生んだという伝説がある。 亡き母への憧憬を終生抱き続けた鏡花が、後年に

なって30センチ程の摩耶夫人像をあっらえ、書斎の机の傍らに置いていたことはよく知られて
いる。
·母を失った少年は、祖母をはじめ、従姉や近所の時計店の娘など、年上の女性達に可愛がら

れ、 また、彼女達を慕って成長した。 鏡花作品における男女の関係には、 年上の女に守られる

少年という構図が多く見られ、 こうした体験が大きな影響を与えていると考えられる。
鏡太郎は、第四高等学校（現 ・ 金沢大学） の受験に失敗するも、明治22年、 尾崎紅葉の 「ニ

人比丘尼色懺悔」を読み感激、 自らも小説家になる決意をした。 そして翌年、1 7歳で上京する
ことになる。

(2)尾崎紅葉のもとで
東京に来たものの、 紅葉の門をたた＜勇気のなかった鏡太郎は、約 一 年の間、浅草、神田、

鎌倉などを転々とする。 衣食にこと欠くような生活の中で、 都市の片隅に暮らす市井の人々の

心情を肌で感じることもあった。 資本主義社会のもたらす貧困層の姿を目 の当たりにした経験
は、 人情味あふれる江戸っ子気質を称賛する、 のちの作風に大きな影響を及ぽすことになる。

ようやく知己を頼って紅葉の玄関番として住み込みを許された鏡太郎は、 口述筆記を請け
負ったり、 師の原稿の浄書を手伝ったりしながら、習作を新聞に発表し始めた。 評判の悪い鏡

太郎の作品を庇護したり、向島の散策に連れ出したり、一門である硯友社のメンバーとともに
剣道の遊び試合を行ったりと、 紅葉はこの弟子をたいへん可愛がった。 鏡太郎もまた、 師の作
品のみならず 、 都会人としての態度や趣味に、強く惹かれていたようだ。 硯友社の作風は、 江
戸戯作の系譜 をひきながらも、表面的な欧化主義や、軽薄な時代の風俗に対する批評精神を

持ったもので、江戸の情緒 を感じさせながらも都会趣味を歌い上げたのが師・尾崎紅葉とその
一門の作品の特徴であった。 こうした感覚を確かに鏡花も受け継ぐことになったのである。

しかしながら明治27年、 故郷で父・清次 が病没すると、残された祖母と弟・豊春の面倒は、
鏡太郎がみることになった。 金沢から東京の紅葉のもとへ作品を送り続けるも、 生活は楽には
ならない。 もともと加賀藩のお抱え金工の系譜 をひく清次 は、 時代の移り変わりに対処するこ
とが出来ず、 経済的にも厳しい日々を過ごしていた。 同じような芸術家肌の鏡太郎も、 生活を

立て直すオ覚はなく、 しだいに精神的に追い詰められ、 自殺願望を持つほどになった。 これを
救ったのは、 紅葉の励ましの手紙（明治27年5月9 日） と、 祖母の献身的な愛情である。 金沢

の自然を愛した鏡花であるが、 この時の苦労もあって、 金沢の人間には必ず しも好ましい印象

を持つことはなかった。 やがて21歳になった鏡太郎は、 ふたたび上京、 そして翌明治28年、文

壇に認められる作品を発表することになる。

「夜行巡査」は、恨みのある人物を職務のために救命した巡査が、その代わりに命を落とす
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という内容。 社会と人間の闇の部分を描くものとして 「観念小説」の名で注目を浴びた。本格

的な作家としてのスタ ー トを切った鏡太郎は、「外科室」（同年） のような耽美的な発想に、 女

体にメスで鮮血を流すというサデイズムを交錯させた作品を生み出していった。 以後、 自らの

幼年期に題材をとった 「一 之巻」以下「誓之巻」 （明治29~30年） や 「照葉狂言」などの作品
を通して、独 自の感性による女性讃美を歌い上げてゆくことになる。

鏡花の描く薄幸で美しい女たちの姿には、 若くして亡くなった母に加えて、 もうひとりの女

性の存在がある。明治32年 1月、 硯友社の新年会の席で見知った、神楽坂の芸妓・桃太郎であ

る。 桃太郎の本名 は伊藤すゞ。亡き母と同じ名を持ち、 かつ江戸情緒 の名残をとどめる紅燈の
巷に、 鏡花は理想の女性美をみたのであった。 鏡花の描くこの世のものとは思えない女性たち
の姿は、 亡き母への憧憬によって生み出されたものであるが、同時に、 名を同じくする桃太郎

に備わった、 江戸文化への賛美でもある。このすゞとの関係を秘密にしていた鏡花であった

が、 ふたりの間が師で ある紅葉の耳に入ると、大きく反対をされる。泣く泣く別れた顛末は、

戯曲 「婦系図」のー 場面 「湯島の境内」（大正3 年）にある「俺を棄てるか、 婦を棄てるか」「婦
を棄てます先生」というシ ー ンで広く知られることになった。しかし、紅葉亡きあと、 番町
（現・千代田区） に所帯を持ったふたりは、昭 和 14年に鏡花が没するまで、睦まじく暮らして

いる。•

(3)読み続けられる作家
師・紅葉のつけた「泉鏡花」という名にふさわしく、 鏡花は「高野聖」（明治33年）、「草迷

宮」（明治41年）、「歌行燈」 （明治43年） などの幻想的な作品を数多く生み出し、詩的な感覚に
よって言葉を遊ばせる手法を生み出していった。 文壇の中では、 明治36年に紅葉が没したこと
で、台頭する自然主義文学に対抗する文学者のひとりとして、重責を負う立場となる。こうし

た時代の趨勢から書く場を失い、明治38年から42年にかけては逗子での隠遁生活を余儀なくさ
せられた。そのような中でも、朝日新聞で 「それから」を連載していた夏目漱石が、「白駕」（明

治42年）掲載のお膳立てしたこと、「三田文学」主宰の永井荷風が、「三味線堀」（明治43年）の
発表ペ ー ジを用意するなど、実力ある作家たちが、 鏡花の才能を高く評価していた。

独 自の言語感覚、幽遠な物語世界 を描ききった作者として日本文学史のなかに、 鏡花の系譜
を位置づけることははなはだ困難である。 それゆえ、 人間社会のリアリズムを追究した自然主

義文学主流の同時代においては、高い評価を得ることは少なかった。しかし、 幻想的な文学空

間に読む者を引き込む魅力ある文体は、 鏡花没後70年を迎えた今日も、色褪せることはない。
とりわけ、1970年代から現在に至るまでの妖怪、 怪異ブ ー ムによって、 そうしたアプロ ーチ か
ら鏡花を読み解こうとする動きは顕著である。さらにいえば、 鏡花の描く怪異は、 女性賛美と
あいまって、 フェミニズムの視点から取り上げられることも少なくない。

鏡花作品のなかに都市・東京がいかに描かれていたかを述べる前に、次項ではいくつかの作
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品を例に、 鏡花が怪異をどのようにとらえているのかを探ってみたい。

(4)鏡花作品にみる怪異

明治30年に発表された「化鳥」は、「母なるもの」への絶対的な信頼を描いた作品である。

橋番の小屋で母と暮らす少年は、 母から、 人間も動植物も同じという教えを受ける。 少年は、
はね

猿をからかったはずみに川に落ちてしまうが、 これを助けたのは「興の生えた美しい姉さん」

だという。 自分の姿が鳥に見えた少年は、 母こそが、 この姉さんではないかと思いを馳せる。

「高野聖」（明治33年）は、 鏡花作品のうち最もよく知られているものである。 峠越えの旧道

で山蛭に襲われた旅僧が、 山中の一軒家に泊まった。 女主人とともに沐浴した夜、 魃魅魃懸に

囲まれた僧は、 陀羅尼経を唱える。 女は近寄る男を鳥獣に変える魔神であったが、 僧はことな

きを得た。 作中に動物を効果的に用いる手法は鏡花一流のもので、 動物の存在を霊的なものと
5) .. 

感じることで生み出された多くの昔話との関連も考えられる。

昭和34年発表の「註文帳」 は、 吉原の剃刀研ぎの家で、 因縁の19日に必ず一丁の剃刀が行方

不明になるという話。 無理心中に失敗した遊女のエピソ ー ドと、 その霊に導かれた男女の姿が

描かれている。 江戸の面影を残しながらも、 女たちの恨みを内在した吉原という場所を舞台と

したところに、 鏡花ならではの視点が読み取れる。

「草迷宮」（明治41年）は、 亡き母の唄った手毬唄を探す主人公が、 魔所・秋谷屋敷で不可思
6) 

議な現象に遭う物語。 疲労し眠る主人公を見守る旅僧のもとに、 魔界の女・菖蒲が登場し、 手

毬唄が唄われる。 若くして逝った鏡花の母の面影が、 この世とは別世界で生きる美しい女人と

して現れた作品であり、 こうした「母なるもの」への思慕は、 鏡花文学の根底を流れるテ ー マ

であるといえよう。

「夜叉ケ池」 （大正2年）には、 竜神を封じ込めた池が氾濫しないよう、 日に三度の鐘を撞＜

鐘楼守の夫婦が登場する。 水辺で展開する生と死の物語もまた、 鏡花の得意としたものだ。 鐘

楼守の妻・百合は、 池の主である白雪姫と「クロノロジックに前後しているだけの、 相似形の
7) 

ような存在」と言われており、 女人の因縁が描かれている。 百合は、 雨乞いの生贄として村人

たちに襲われ、 一度は自害するが、 撞木が切られ洪水が村を襲うと、 夫とともに妖怪となって

蘇る。

「眉かくしの霊」 （大正13年）では、 宿屋に逗留する主人公が、 湯殿や部屋で不思議な女に遡

返する。 これは、 以前誤って撃ち殺された、 東京から来た芸妓の霊で、 眉を隠した顔で「……

似合いますか」とにっこり笑い、 主人公を街えて中空を飛ぶ。 ラストシ ー ンでは、 池と化した

座敷の上で、 ふたたびこの台詞が投げかけられる。 不幸な因縁で死ぬことになった女が、「女
8) 

仙として昇華」するという冷ややかな美しさのうちに幕を閉じる。

鏡花の描く怪異は、 ここに挙げただけでもさまざまな様相を呈しているが、 この中では、 江

戸の記憶を内に秘めた東京を描いていること、 水辺の空間を生と死の境としていること、 動物
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を巧 みに 用 い てい るこ と、 因 縁 のある女人の物語であるとい うこ と、 「母 なるもの」 への強靭

な思慕 があるこ と、 な どの傾 向 が浮 かび上がってくる。
こ れから述べる 「葛飾砂子」 「陽炎座」 「黒髪」は、い ず れもこうした特 徴が顕著に現れた作

品である。では、 その物語世界を読 み解き、 描かれた都 市の怪異の魅力に迫 ってみたい。

2. 「葛飾砂子」 ー役者文様 と 津波被害一

「葛飾砂子」 は明治33年、「新小説」 に発表された作 品。鏡花には、 深川 芸者 の登 場する 「辰
巳巷談」 （明治31 年） 、木 場の材 木 に 葉が生えたと•い う不 可思議 な 現象を描い た 「三尺 角 」 （明
治32年） など深川 を舞台 とした物語も少 なくない。関東大震災後の昭 和 2 年に は、 東京日日 新
聞社の求 めに応 じて、 「深川 浅景」 と題 したル ボ ル タ ー ジュ を著わしている。こ れは、複 数の

作家 が変貌 する東京の様子 を 地域 ご とに 描く とい う 企画 で 、芥川 龍之介、 石井柏亭 、島崎藤村
とい った作 家 や画家 が、個性的 な筆をふるったものだ。ル ポ ル タ ー ジュ の中で 鏡花は、江戸 の
名 残が一掃 された深川 の地に 職人や芸 妓たちを登 場させ、 昔日の面影を見ようとしてい る。

「葛飾砂子」 の物語もまた、 情緒 あふれる深川 の美しい風景 の中で展 開 するが、鏡花ならでは
の怪異 現象が起こ るストー リー とな ってい る· 。

深川 富 岡 八幡宮の門 前にある三味 線屋 の娘・菊 枝 は16歳。同じ町内 に住 む看護婦のお縫 の家

に立ち寄 ったあと、 行方知 れず とな った。 お縫は、 先年若くして亡くな った歌舞伎役者・尾 上
橘之助 の死 に水 をとったのが縁で、 亡くなる際 に纏 っていた浴衣を 形見にも らってい た。 かね

てより橘之助 を贔展 としてい た菊枝は、 この浴衣 を身 につけたことから 入水自殺 をはかる。船

頭 の七兵衛 に命を救われた菊枝 は、 お縫 とともにくだんの浴衣 を橘之助 の命 B に蓬莱橋 （地図

1参照 ）から流す。
物語では、船 頭 ・七 兵衛 の家に、 浴衣 の干 されている様 子が、 次 のように描かれてい る。

よ き こ と き く

真 中に際立 つて、 袖 も襟 も萎 へたやうに懸 つて居 るのは、 斧 、琴 、菊 を中形 に染 めた、朝

顔 の秋 のあはれ花も白 地の浴衣 である。
ゆ う ペ

昨夜船 で助 けた際 、菊枝 は袷 の上へ此 の浴衣 を着 て、 其 上に、 菊 五郎格 子の件 の帯 上を結
んで居 たので。

い わ れ ま っ さ き

謂 は何 か是 にこ そと、七兵衛は其 時から怪んで今 も真 前に 目 を着 けたが、 まさかに之 が死

神で、菊枝 を水 に導 いたものとは思はなかったであらう。

尾上橘 之助 とは、五 代目尾 上菊 五郎(18 44~1903) の養子 で 、夭折 した二 代目尾 上菊 之助

(1868 ~9 7年） をモデル に したものだ 。橘之助は菊 之助 をもじった名 であろう。「葛飾砂子」の

発 表は、菊之助 の死 からわず かに三 年後のこ とで、当 時の読者に はリアリティ を持った物語と
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して写し出されたこと が考え られる。その名に も 「菊 」の付 く菊枝が纏 った橘之助 の浴衣 の柄
は 「斧琴菊」 と いう文様である。これは三 代目尾 上菊 五郎（1784~1849) が好ん だ図柄 で、「よ

さ い く も の か ご の う わ さ

きこ と をきく」 と いう吉兆 を表している。歌川 国安 描く 「細工物藍輪評判」 には 、 この文様を
あしらった衣裳 に身 を包んだ三 代目 の姿が 描かれている（口絵1 1参 照）。こうしためで たい文

様が 、「葛飾砂 子」ではあの世へ の案 内 役と なっているため、読む者は一 層の薄 気味悪 さを感
じるのではな いか。そして、菊枝が 浴衣 を結 んでいた帯上げの図柄 は「菊五郎格 子」 で ある。

こち らも三 代目 菊 五郎ゆかりの文様で、「キ 」 の字 に、格 子の線が 4 本と 5 本で 「九 」、 さらに
は な ぐ も り さ と の げ た か さ

「呂 」の字が あしらわれていること から「菊五郎」 と 読 める。同じく国安 の 「花 曇 艶街下駄傘」

に、 衣裳 を纏 った姿が描かれてい る（図 1 参 照）。三 代目 菊 五郎が 「東海道四谷怪談」 などの

演 目 で幽霊 やお化けを当 たり役と していたのは周知 のこと で、「葛 飾砂 子」 の読 者に、 文様と

この 世 のものではない何 かを結 び付けさせるしかけと もなってい る。

「斧琴菊」 「菊五郎格子 」と も、文字 や絵画 の中の、 ある意味 を考えさせる判じ物 で、 こうし

図 1 花曇艶街下駄傘 （部分 ）よ り 玉屋新兵衛 を演 じる三 代目尾上菊五郎
1824年（ 文政 7 ) ころ 歌川 国 安 画 たばこと 塩 の博物館所蔵
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た記号 を 作 品 に 取 り 入 れ る の は 、 鏡花好み の手法で あ る 。 「春昼」 「春昼後刻」 （明治39年） で
は 、 登場人物の影があ る 女性 の 背 中 に 「△□0」 と い う 記号 を 書 い て 死ぬ と い う 展開 に な っ て

9) 

い る 。 こ う し た 記号が、 不可思議 な 現象 を い っ そ う 謎め い た も の に し て い る と い え よ う 。
物語に は、 音羽屋 ゆ か り の浴衣や帯上げを 身 につ け た 菊枝 に 、 橘之助 の霊が憑依 し た こ と に

よ る 怪異現象が描かれ て い る が、 「葛飾砂子」 で も う ひ と つ 、 重要 な 役割 を 果た す の が、 舞台
と な っ た深川 と い う 土地であ る 。 菊枝が飛 び込み、 七兵衛が船 を 通 わ す川 べ り は、 現在の大横
川 に あ た る 。 客 を 乗せ た 七 兵衛 の 船が、 西 か ら 東へ と 進み、 や が て ひ と つ の 石碑 の 前 を 通 る
シ ー ン は、 次の よ う に あ る 。

「お ＞ 、 気味悪い。」 と喜：たを 左へ坐 り か は っ た 縞の羽織は大い に梢気 る 。

「 と つ さ ん 、 何だ ら う 。 」

「 こ れかね、 寛政子年の津浪に死骸の 固 つ て 居 た処だ。 」
正面 に、

葛飾郡永代築地
う し ろ は し り がき

と 鋼 り つ け、 お も て か ら 背後へ草 書 を ま は し て 、
此処寛政三年波あ れ の 時、 家流れ人死す る も の少か ら ず、 此の後高波 の 変 は か り がた く 、

溺死の難な し と い ふべか ら ず、 是 に 寄 り て 西入船町 を 限 り 、 東吉祥寺前 に 至 る ま で凡 そ 長 さ
二百八十 間余の所、 家居取払 ひ空地 と な し置 く も の な り 。

と 記 し て傍 に 、
寛政六年 甲 寅十二月 日 と あ る 石 の記念碑で あ る 。

こ れ は、 寛政 3 年 (1791) 9 月 の高潮 に よ る 津波 に よ っ て、 洲 崎一帯 に 大 き な被害が出 た こ
な み よ けの ひ

と か ら 、 その 3 年後 に 平久橋の 近 く に 置かれた波除碑 の こ と で あ る 。 碑 は 洲 崎弁財天 （現 ・ 洲

崎神社） 付近 に も 立て ら れ （地 図 1 参照） 、 一帯 は 明 地 と さ れ た。 両碑 は 、 昭和20年 の 東京大

空襲で被災 し て お り 、 現在 は ど ち ら も 旧地点か ら 少 し離れた場所 に 移設 さ れて い る （写真 1 、

2 参照） 。
鏡花 は 「三尺角 」 の 中 で、 木場 に 置かれた木材が命 を 失 っ た木で あ る こ と か ら 、 深川 の 地 を

「風土 の喪 に 服 し て 居 る 」 と し て い る 。 「葛飾砂子」 で は 、 津波 に よ る 犠牲者が多かっ た場所で
あ る こ と に加 え 、 川 筋 に 住 ま う 瀕死の遊女のエ ピ ソ ー ド も 盛 り 込 ま れて い る 。 水 に は、 死者の

10) 

汚れを 清め死霊 を 他界 に 導 く 霊威があ る と も さ れ て お り 、 民俗学者 ・ 柳 田 国男 や折口信夫 と も
交流 を 結ん だ鏡花 ら し い 視点 で あ る 。 水辺 に位置す る 深川 の こ の よ う な 土地性 は、 菊枝 を 死 出
の旅へ誘 う に ふ さ わ し い、 舞台の役割 を 果た し て い た 。

一 方、 菊枝 を 救 う 役割 を 担 っ た七兵衛は、 どの よ う な 人物 で あ ろ う か。 弁天橋に最後 の 船 を

つ け、 そ の 日 の 仕事 を 終 え る 七兵衛 は、 も と 来 た 川 沿い を 引 き 返 し て平久橋脇 の石碑の前 を 通
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地図 1 東京市 深川 区全図（部分）
1907年 （明治 40) 人文社復刻

⑦洲 崎神社 ①平久橋 ⑤蓬莱橋
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写真 1 波除 碑 （平久橋 ）

写真 2 波除 碑 （洲崎 神社）
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り 、 蓬莱橋 （地 回 1 参照 ）側 の松の木 に船 を繋 ぐ。仕 舞船 を漕 ぐ際 には、毎夜必ず題 目 を唱 え
るという 。 こうした七兵衛 の姿は、 作者 ・ 鏡花が 深く仏教 に帰依 したことに関連 してお り 、 そ
のような 人物であるからこそ、菊枝 を助 けることが出来たのである。

舞台 と なった深川 の美しい風景 と、菊枝 を 介 抱しながらも、 余 計 なことは尋 ねず 、好 きなだ
け家 に居 て も良 い、 また、帰 り たければ何 も言わず帰 って も良 いという七兵衛 の人情味 あふれ

る台詞 か らは、 鏡花が共感 を抱き、 かつ憧 れて やまなかった江戸情緒 、 江戸風俗 を描こ うとす
る意図が 感じられる。「 葛飾砂子」は怪異諏 である同時に、 深川 不動の縁 日 や川 べり の月 など、

深川 の風 物詩を歌い上げた作品でもある。タ イ トル 名 は、 江戸の地誌 である 「 江戸砂子」（享
12) 

保17 年 ( 1 732) 菊 岡 油涼編 ）から着 想を得たとされて おり 、 鏡花はこの作 品に、 金銀砂 子のご
13) 

とく、景観と人情の美しさを散 り ばめたのである。

3. 「陽炎座」 一地獄へ堕 ち る 女 た ち 一

「陽炎座」 は大正2 年、「新 小説」に発表された。白昼 の都市で展 開 する怪談は、次 のような

ス ト ー リ ー だ。

お 囃子 の音 に誘 われた二十五座神楽 の狂 言方・松崎春狐 は、 本所で子供芝居 を見る。 舞台で

は、 松崎 の住まいの近くで亡 くなった娘 • お稲 の悲 しい姿が演 じられる。居合わ せた見物の男
は、 実 は お稲 の結婚 を反 対した兄 、連 れの女性はお稲 の思い人の妻 であった。妻 は不倫 を告 白
し、 舞台裏 の大瓶 に消 える。松崎はお稲 のために亀戸詣の帰途 、巫 女に口寄 せを頼んで いた。

松崎が聴いた「狸囃 子」は、「本所七不思議 」のひとつ。七不思議 とは、 ある特定 の地域で
起 こ る、科 学では解明 出来ない不可思議 な現象のこ とで、 江戸において はこのほかにも「麻布

七 不思議 」「千住七不思議」 などが知られて いる。七不思議 は、江戸が 大都市化する時点で設
14) 

定 さ れた現象と言われてお り 、明暦 の大火 ( 1 657 年）以降 、堀割 の開 削 や両国橋 の架橋 などの
開発 が行 われてきた本所は、不思議 な事 象が 発生するにふさわ しい場所と位置づ けるこ とが出
来る。

そ の 「 本所七不思議」 とは、 必ず しも決 まった七つの話というわけではない。 なかで も鏡花
15) 

が「陽炎座 」で挙 げて いるのは、次 の七つである。

◎ おい てけ堀 とある堀で釣 った魚 を持ち帰 ろうとすると、「置 いてけ」 という 怪しい声 が
する。

◎片葉 の蓋 駒止橋近くで殺 さ れた女の恨み で、附近に生え る薩 は、 みな片側 しか葉が 生え

ない。

◎足洗 い屋敷 ある旗本屋敷で 、 夜更けに 血 に染 ま った 大きな男 の足が天井 を突 き破 って現

れ、「足 を洗 え」という。腰元 がきれいに洗 うと足 は引っ込むが 、 手 を抜 くと大暴 れする。
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◎埋蔵 の溝 文 献 には 見 当 た らない 。
◎ 小豆婆 小豆洗 いのことか。

湯川 説子

◎送 り提灯 夜更 けに出村 町 あた りで、 前方 に見える提灯 に近づ くと灯 りが消 える。
◎狸囃 子 夜 になると、 どこからと もなくお囃 子が聞こえて来て、 遠く、 近くなる。誘 わ れ

るまま近づ くと野原 の真 ん中 で寝 ていた。

このう ちの狸囃 子は 、 馬鹿囃 子や馬鹿太鼓 とい われるもので、 「陽炎座 」にエ ピ ソ ー ド と し
て取り込まれているものである。

す り がね

ちゃ んちきちゃ んちき面 白 さう に囃 すかと思 ふと、 急 に修羅太鼓 を摺鉦交 り、 どゞんぢ や
だ ん だ ら ぞめ し こ ろ

ぢゃ んと鳴 らす。亀井戸寄 りの町 中 で、 屋 台 に山形 の段 染々、 綴 頭 巾 で、 いろ はを揃 へた、
義士 が打入 りの石版絵 を張廻 はして、 よぽ よぼ の飴屋 の爺様が、 跛 くた のまくり手 で、 人寄

た た ち っ

せに其 の鉦太鼓 を敲 いて居 たのを、 些 と前に見た身にも、 珍 らしく響いて、 気をそヽ られ、
胸 が騒 ぐ、 ば ったり又 激しいのが静 まると、 ツ ン ツ ンテ ン レ ン、 ツ ン ツ ン テ ン レ ン、 悠 々 と
した絲 が聞えて

「狸囃 子は、 真昼 の日常空 間から、 松崎 を非 日 常 の怪異の世界 へ誘 う 役割」 を担 っていると
16) 

いう 。追分 で道 を曲 がると、 そこが異界 への分岐点であったのか、 宿 場町 が目の前に現れる

が、 松崎が 実際 に訪 れた の場所は本所入江 町付近であったよう だ（地図2 参照 ）。
横 山 源之助 ［日本の下層 社会』 （明治32年 ）によれば、 本所地域は職 人が多く住む町 である

と同時に、 木賃宿 が多く、 日雇 人夫 や芸人が仮 の住まいを求 める場所 であった。 これらの人 々

は日本の急速 な近代化によって都市 の周縁部 に追 いやられた存在で、 言 いかえれば彼 らが住 ま

う 場所 は、 近代 化によって失われた ものが残された 地域と位置づ けることが出来る。登 場人 物

た ちは、 この本所という 場所にお いて、 都 市 ・ 東京の中 心部 からつながる路 面 電車 の音 より

も、 狸礫 子の音色 に惹 かれてゆくことになるのだ。
鏡花 は 、 その名も 「狸囃 子」（ 明治33 年）という 著作のなかで、 大塚 に住んでいた際 に、 自

身も狸囃 子を聴いたと記 している。 大塚 もまた、 都市 の周縁部 に位置 する地域である。
平戸藩主 ・ 松浦静 山が 「甲 子夜話」（続篇巻四 十六、 三篇巻六 十 ）に 「 ド ン ツ ク ド ン ツ ク

ド ン ド ン ド ン ツ ク 」「炊吹炊炊炊吹」 という 狸囃子 の太鼓 の音 を聴いた 経験を記 しているこ と

はよく知 られている。 松浦 家の下屋敷 は、 現在 の本所中 学校 （墨 田 区 東駒形三丁目） のあたり

に位置 し、 「 陽炎座 」で、 松崎 が囃 子を聴いた場所からほ ど近い。ふた つの囃 子の音 を比較 す
ると、 太鼓 の音 は同じだが、 次第 に神楽のお囃 子のよう に変化していくのは、 春狐 が 「二 十 五

17) 

座 の座附で駆 出しの狂 言方」 であるからという。二十五座 とは 、 お もな曲 が二十五 あるという

里神楽 で、 笛 や太鼓 に合 わせて面を付 けて無言 で舞 う もので、 東京周 辺 の祭礼 で行 わ れて い
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地図 2 東京市 本所区全図 （部分 ）
1907 年 （明治4 0) 人文社復刻
0 の部分 が本所入江 町付近。
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る
1
:)

と こ ろ で 「陽炎座」 の タ イ ト ルは、 昼日中の怪異である こ との象徴であ り 、 作中にも何度も
19) 

登場している。 「狸囃子」 は、 先に述べた よ う に、 夜に聴 こ えるものといわれて いるが、 こ れ

を 白 昼 と したと こ ろ に、 読む物に一 層の不思議さを与え よ う とする鏡花の創 意があるといえ よ

う 。 他の作品でも こ う した試みは行われてお り 、 例え ば 「草迷宮」 は、 「稲生物怪録」 とい う

広く知 ら れだ怪談を下敷きにして いるとい う が、 「稲生物怪録」 に登場する グロテ ス クなお化

けを鏡花は取 り 入れておらず、 美しく怪しい女の幽霊を印象的に描いている。 こ う した態 度か

らは、 鏡花好みの化 け物観を読み取る こ とが出来 よ う 。

さて 「陽炎座」 の物語では、 松崎が行き当 たった場所で子供芝居が始まろ う としていた。 「破

筵を三枚ばかり、 じとじとしたのを敷込んだが、 日に乾くか、 怪しい陽炎と成って 、 むらむら

と立つ 、 其が舞台」 とい う 場所で、 亡くなったお稲の物語が演 じられるのは、 「六 道の辻の小

屋 がけ芝居」 だとい う 。

「否、 羽織なんか、 何 う でも可い の 、 た ゞ 私、 気に成るんです。 役者が知らないなら、 誰

でも構 ひ ま せん。 差支へなかったら聞かして 下さい。 一体此処は何処なんです。 」

「六道の辻の小屋がけ芝居 ぢや。」

と幕が動くや う に向 う で言った。

松崎は、 思はず紳士と 目 を見合った。 小児なぞは眼中にない、 男は二人のみだったから。

美しい女は、 却つ て恐れ気もなく慈 う 言っ た。

「あ 、 分 り ました、 そしてお前さんは ？ 」

「いろ いろ の魂を瓶に入れて 持つ て 居る狂言方 ぢや。 断つ て 望みならば聞かせ よ う かの。 」

「六道」 とは仏教用語で地獄 ・ 餓鬼・ 畜生 ・ 修羅 ・ 人間 ・ 天上の世界の こ とを指し、 人 間 は
20) 

こ こ を輪廻すると言われていている。 物 語で、 亡くなったお稲は、 「迷子」 である こ とが し き
｀

り に強調される こ とから、 こ の世とあの世の境 目 でさま よ う 女とみなされて いる。 お稲 はま

た、 のっぺらぽ う の雪女として登場するが、 宮田登に よ れば、 妖怪は怨みを持った幽霊の変化
21) 

ともいい、 こ こ では、 思い人と添 う こ との出来なかった怨霊が形となって 現れたものと位置づ

ける こ とが出来る。 舞台では、 お稲の雪女の ほ か三 ツ 目 入道も登場し、 のちに狐、 狸、 猫、 腱

も出て 来 て 一緒に馬鹿囃子を踊る。・ 妖怪とともに現れる こ れらの動物たちは、 里神楽で使用さ

れる面 を 思い起 こ させるものだ。 また、 彼らは里 山に住み、 人間と接する機会の多 い こ とか
22) 

ら、 古来信仰の対象となってきた者たちでもある。 こ う した超自然的な能力を持つ動物の登場

は、 異界における芝居である こ とを印象付けるものとなっている。

怨霊から雪女となったお稲は、 生前も地獄の苦しみを味わっていた。
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もう もう 今ま でとても な、腹 の汚 い、欲 に眼 の眩 んだ、兄御 のために妨 げ ら れて、雙方 で
思 ひ思 うた、繋 がる縁が繋 がれぬ 、其 の切 なさで、 あはれや、 かぽそい、白 い女が紅蓮 、 大
紅蓮 、・ ・ ・ ・ ・ ・ 」

ああ、 可厭 な。
「阿鼻焦熱 の苦悩 から、 手足 がはり 、肉 を切こ ま ざいた血 の池の中で、悶 え苦 んで、半 ば

活 き、半 ば死 んで、 生きもやら ね ば死 にも 遣 らず 、死 に も遣 らね ば生きも遣 らず 、呻 き悩 ん

で居 た所ぢ や。

紅蓮地獄 、 大紅蓮地獄 は八寒地獄 のうちの七、八 番目で、寒 さのために身体の皮 、肉 が破 れ
23) 

て紅蓮華 のようになることからつけられた名 称 という。 また、八 大地獄 と呼 ばれるも ののう
ち 、 ここでは阿鼻 地獄 、焦熱地獄 が挙 げられており 、 これらは罪 を犯 した者が焼 き尽 くされる

場所 である。
鏡花 の作品では、「夜叉 ケ 池」や「天守 物語」 のように、虐 げ られた女性が死ぬ ことで再 生

し、 異界において新たな力 を得 る、 あるいは救われる、 という作品がいくつか見られる。「葛
24) 

飾砂子 」は救われた女性の物語 といえよう。 「陽炎座 」のお稲 もまた、 この世 の地獄を生きる
より は、六道 の辻 に迷 う雪 女となる方が、 その魂 は救われているのかもしれない。

し かし、 そのようなお稲 の姿を見た美しい人妻 は 、折 から起こった稲 妻 ととも に自らの不倫
を告 白 し、 舞台後 ろの大瓶 の中に消 える。 大瓶 は、地 獄の釜 を連想 させるものであり 、 前出の
狂言 方が持っているという 「 いろいろの魂 」が入 った瓶 にもつながるも のである。鏡花 は、 救
われ ない女も数多く描いているが、 美しい人妻 は不倫 の罪 、 すなわち魂 の堕落 故 に地獄に堕 ち

たの であろう。

この芝居 は、 亡くなったお稲 の怨 みを晴 らすために 、 松崎自身が仕組 んだも ので、芝居 は松
25) 

崎が頼んだ巫 女の口寄 せが表れたものとも 言 われている。 お稲 の身の上を知るはず のない子供
26) 

たち が、無邪気に芝居 に興 じる様 子 は確 かに不気味 である。
お稲 の死 は、髪結 いから自分 の思い人が他 の女と結婚 した話を聞いたことがきっかけであっ

た。その髪は、松崎が口 寄 せを頼んだ巫 女の手 に 現れ、 また、 大瓶 に美しい人妻 が消 えた時に
27) 

も、松崎の手 には黒髪が残 り 、長 い髪は神霊 と交 わる巫 女の特徴という説に通じる設定 となっ
ている。「 陽炎座 」はま た、 お稲 と美しい人妻 がともに19歳であったことから 、 女の厄 年の物

28) 

語 ともされているが、 ふたり の女は魂 の救済 と堕落 という相反 する立場 に おいて、 黒髪 と 巫 女
の口 寄 せを媒介 とする、写 し鏡 のような存在 として描き出されているのであった。

鏡花 は、 このような女たちの姿 を、 あえて本所という都市周縁部 を舞台 に登場させた。近代

化とは相容れない場所であるからこそ、目には見えない女人の因縁が、確 かな形を持っ て立 ち

現れ てくるので あ る。
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4 . 「黒髪」 ー ヒ メ の系譜一

大正7 年、『 中外新論』 に発表された 「 黒髪」 は 、都 市にお化けを出 したい 、 という鏡花の
意図 が、 見事 な効果 を挙 げている作品だ。 作家 自身とも思 わ れる番町に住む人物は 、夜ごと、
往 来に女の声 が響くのを耳 にする。

唯、 わ や わ や 入乱 れた話声 を… … わ や わ や… … とまあ記 るものの、 実 は 、其 では 些 と騒 々

しい。 は らは らと、木 の葉が揺 れるか、花が囁 くか、雲霧 が摺 れ合 ふかと思 ふ、 取留 め のな
こ こ ぼ た め

い、痣 う、 散 るか、溢 れるらしいのが、一度 風に乗 って、巴 が卍 に撓据 は つて、は つと、其
け は い

の声 の持ぬ しの、二 三尺身のまは りへ、ゆ らゆ らと成 つて拡 がる…… 気勢 がして忽 ち消 える
…… と思 ふと同 時に、「ほ、 、 ほヽ 。 」 と、笑 って行 く。 一一

声 の主 は複 数で、「色 に出 るばかり鮮 明な」 と、若 い女性の発する、華 やかな雰囲 気が伝 わ っ
てくるが、 聞こえるのが夜 中 の 2 時から 3 時の間 であることを鑑 みると、 どことなく不 気味 な

印象を受 ける。 鏡花自身 、 明治42年に逗 子から麹 町 区士手 三番町 （現 ・ 千代田区五 番町 ） に転
居 、翌年 には 同 じく麹町区 下六番 町 （同六番 町 ） に移り住 み、 ここを終 の住み家 とした。 番町

一 帯は 明 治期以 降 、華族 や官僚 、富裕 な商人の住 まう屋敷町となったが、 江戸時代には 旗本 の
屋敷 が多 く集 まっていた地域 で、 表、裏 、 新道 などがあり、道筋 の入 り組 んだわ かりにくい造

29) ·30) 

りの町として知 られていた。 このような所にば怪異 現象が起 こりや すいと言わ れており、 物語

では 、 東京の中でも複雑 な地形 を持つ場 所で火災 や不思議 な現象が発生する。
「黒髪」 の物語 は 、東 京市中を散策する主人公 が、長い黒髪の美しい大女の姿を見る たび 、

近くで火災 が発生するという内容 で展 開 する。 主人公 がは じめ て女を見かけたのは 、 市ヶ 谷 見
附 から士官 学校 （現 ・ 防衛省 ）、 津 の守 坂の近辺 を通って四 谷 大木戸 （現・新宿 区 四谷 四丁目）
に向 かう途 中であった。 作者の鏡花は 、 大女登場のエ ピ ロ ー グ として、 主人公 に坂町 の坂 下の
古道具屋 にある錦絵に目を向 けさせる。

あ る

やがて、 坂町の坂の下 で、ぶ らぶ ら歩 行きの用もなしに、古道具屋ーーと 云 つても骨董 品
こ わ

では ない、鍋釜 ぐるみ、破 れ箪笥 、羅紗 の紙入 、根附 の類 。 然うかと思 ふと、 ちぎ れた具足
す じ ほ こ り

など を飾つ た小店 に、 陽 の線 でむらむらと綺麗 な塵埃 が舞 を舞 ふ中 を、 フト 覗 くと、壁に建

掛 けて 、畳 んだなりの古屏風の上 に、国芳 のか と思 ふ、 三枚 続きの錦絵があった。 長刀小脇
さ ばけ がみ

に十 ニ 一重緋 の袴 の瀧夜叉姫 。 白 の振袖 、緋縮緬 、捌 髪 で、蜘 蛛 の魔法は 大友 の若菜姫 。
ぁ f

自来也 の綱手 。 弓 張月の白縫姫 。 本郷四丁 目 の名 代 娘。 胴郷 に、艶 に、凄 いのが、 まだ四人
ばかり面影 に立 った。
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歌川国芳による三枚続 き の錦絵で、 このよ う な図柄のもの を 探 し 当 てるには到ら な か っ た

が、 この絵に描かれているとい う 瀧夜叉姫、 若菜姫、 白縫姫、 そ して八百屋お七は、 いずれも

物語で起こる事件につ ながりのある性質 を 持 っ た女性たちだ。
う と う

瀧夜叉姫の物語は、 山 東京伝作の読本「善知安方忠義伝」 （文化 3 年刊）で知られる。 姫は、

天慶の乱 (940年）で討たれた平将門の娘で、 生き残 っ て怨念 を 募らせ、 毎夜丑の刻に筑波 山
31)  

にのぽり明神に祈り を 捧げ、 妖術 を 操る。「黒髪」の主人公が、 往来で女の声 を 聞いたのは、

同 じ丑の刻にあたるとい う 。

若菜姫は、 江戸時代の合巻「白縫調」 の主人公。「白縫諏」 は、 柳 下亭種員、 二世・ 柳 亭種

彦、 柳水亭種清の三人に よ っ て書き継がれた長網だ。 姫は大友宗麟の娘で、 男に変装 して仇 を
32) 

討たんと している。 土蜘 蛛に妖術 を 授けられたとい う 姫の ト レ ー ド マ ー クである長い髪は、

「黒 髪」の大女の捌 髪 を 連想させられる。

白 維姫は 曲 亭馬琴の読本 「椿説弓張月 」に登場す る ヒ ロ イ ンで、 源為 朝 の 正室。 進路 を 妨げ
33) 

る嵐 を 沈めるため、 海に身 を 投げる。 嵐や海との つながりは 「黒髪」 後半に、 東京市内の台風

の様子が描かれる伏線とな っ ている。

四人 目 は、 天和 3 年 (1682年）の出 火で知られる、 本郷 の 八百屋の娘、 お七のことである。

避難先の円乗寺 の小姓と恋仲にな っ たお七は、 その恋慕のあまり再会 を 望み、 放火の罪で処刑
34) 

されたとい う 説がある。 まさに火災と深いつ ながりのある女性である。

古来、 女性の霊力は、 男 性 の 持 つ 勇 猛とは対等であり、 かつ 目 に見えないながら突如その 威

力 を 発揮するとい う 信仰があ っ たが、 男性優位の社会体制になるにつれ、 畏敬から恐怖の対称
35) 

へと変化 したとい う 。 宮田登は、 この よ う な女性 を 「 ヒ メ 」 と位置づけており、 前述の四人の

女性は、 こ う した ヒ メ の系 譜に連なる人物とい う ことが出来 よ う 。

さ て、 古道具屋 を 出た主人公は、 大木戸にある火の見 階子 を 正面に見ながら、 現在の新宿通

りの坂 を 西に向か っ て上 っ ていく。 錦絵 を 手に入れる こ とが出来ない代わりに 日 の前に現れた

の は、 長髪の大女であ っ た。

あ す こ

坂の上角 は、 真 向に大木戸の火の見 階子 を 見て、 彼処は三叉に成つて居る… … 初めて通つ

たの で 町名は後に覚えたが 一方が四谷永住 町、 片側が新宿の北裏町で、 坂の上にも
tc と え さ す ま た

う 一筋牛込の方へ通ふ町があって、 英字の K と云ふ形、 古い瞥喩が刺叉に成る。 家並が町 よ

り低く、 道が、 こんもり高い処へ、 坂の上の角 は、 卜 見ると丘の上か、 と思ふ… … 丁ど其の
あ が ひ な た

三叉の処に、 下から上ら う とする私が見 て、 真正面の 日 南に、 湯帰りかと見える、 のんびり
た た ず

と した姿で、 我が家の廊 下にでも イ んだ容子の、 繕はない、 あり の ま 、 の、 すら り と懐手
き も の

で、 衣服が、 と覚えたのは、 薄 青い処へ、 慈 う 、 銀色 を 帯びた、 （無理な相 談ではあるが、 ）
ひ あた り

何か月 影 を 、 其のま ＞ 日 当 へ持つて出て、 とろとろと溶か したのが、 立所に、 其の色の霧に

成 つて纏つた
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こ の後 、 女 は三 叉 のど こ か に消 え 、 その直後に大木戸の火 の見階 子に人が集まり、 早稲 田 方

面から火 が上 がったという知らせを受け ることになる。
坂 あるいは三 叉 のような辻 は、境 界地点であり、地勢 の変わる場所として、 怪異の起こりや

36) 

すい場所と位置づけ られてきた。英字 のK とあるのは、地図 3 のとおりである。女は都市の異
界 の入口 に現れたのだ。

主人公 が次に この女 を見たのは、翌年 の 2月、芝札 の辻 （現・港区三 田）か ら乗 った路 面電
車 の中であった 。 女が電車 を降 りた直後、 その電車が燃 え出す。

露月 町 で下 りた。下りる時見ると、髪の毛 が恰 も天井 に届 いて一杯 に成 つて、身幅 も、通
い い か げん

る処左右ヘ一杯 に成 つた。あツ と思ふと、 可加減 に扉 だ け の丈 にかはつて、づツ と車掌台 へ
出て、 それ立 った。とたんに一 大事 が起こったのであるが（略 ）立って下りかけ たと思ふと、

其 の勢 だ か ら 背丈 が空を貰 く電信柱 の尖 までは届 いた ら う。が、 ド ン と留 つて、車はじりじ

りに二 三 間 逆 に戻 った。救助網 を下からなぐりつけ て、唯何 の事 はない、 大煙突 を横 に打倒
ふ っ か

したやうな黒煙 が地面へ渦 を巻いて吹掛 け る、 と箕 で煽 る如 き炎 が、 めりめりと其 処の家の
軒 を嘗 めた。

「 予 の態度 」（前出） で述べているとおり、 まさに 、 東京 を走 る電車そのものに鏡花はお化け

を登場さ せ たわけ である。

次 に、 主人公 が伝 聞した話として、吉 原 大火 （明治44年） の際 に、 やはり女 が現れたという
逸 話が登 場する 。 大火 によって吉 原 の地主神が蘇 ったか のようにも描か れているが、「左右 が
炎 の仲 の 町 を、絵のやうに通 って来る」という態度 から、同 じ幽霊 であるということが推測 出
来る。女 は浅草公園 の人ご みに消 えた。

続け て 描かれるのは、 東京にもたらされた津波 と台 風の際 の珍事 を、麹町九丁 目 の米屋 の 主
人から聞 き及 ん だ話である。 この台 風が現実 に起きたのは、 大正 6年 9 月30日から翌 日にか け

てのこ と。砂村 、洲 崎方 面に押 し寄 せた津波 のため、 江 東地域は全 域に渡 る浸水、 家屋 の倒壊

や多くの 死 者を出すという大惨事 となった。物語で、米屋 の主人が蔀戸の隙 間から目 撃 したの
は、 風に煽 られたと思う大八車 が、次 々と通りへ集 まる様 子である。車は生き物のご とく駆 け
廻 り、躍 り上 がり、 ひっ くり返 って大笑 いをする。みるみるうちにそれが30台以上になった。
暴 風雨 の中、新宿 方面か ら来合わせた馬 方 の大八車も、 たちまちこの一 団 に捉 えられた。 その
時、 また女の笑 い声 がしたというのである。

つ な み

「海鳴 だよう 。」
わ か お ん な

うら少い婦 の声 で、麹 町 の其 処か ら聞いて、 両国 永 代、 大川 沿 と思ふあたりで、 もう
一度 、
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地 図 3 東京市四 谷区全図 （部分 ）
1907年 （明治40) 人文社復刻

0 の部分 が、英字 のK の形 に なっている。
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「海嘘だ よ う 」
かすか

と 幽 に 聞 こ え た … … と 同 時 に 、
さ く ら な み き

湯川 説子

窓 の 前 の桜街樹の梢 よ 、 と 思 ふ所で、

「 ほ 、 ほ 、 ＞ 。 」

と 、 女が笑っ た。
お も

飛ぶ雲の桃色 も 、 散る 電光の紫 も 、 惟ふ に、 そ の 笑声の色 な の であ ら う 。

お ん な な み き に つ こ り

馬方 は 、 気絶す る 前 に 「背 の高い、 色 の 白 い婦が、 街樹 の空で莞爾す る の を 見 た 」 と い う 。

主人公 も ま た、 午前 2 時半の丑三 つ 時 に 、 自 宅 で 同 じ声 を 聞 い て い た 。
鏡花作品 に は 、 の ち に 「滝の 白 糸」 と し て知 ら れ る 「義血侠血」 （明治27年） の 川 、 「海異記」

（明 治39年） の 海、 「夜叉 ケ 池」 （前 出） の 池 と 、 水 を と り ま く モ チ ー フ が頻繁 に 登場す る が、

水の世界 は母の胎 内の イ メ ー ジであ り 、 水辺 は霊童 を 伴 う 母神 が住み、 他界 につ な が る 場所 と
37)

も い わ れて い る 。 「黒髪」 の女は、 異界か ら の 訪 問 者 で あ る と 同 時 に 、 花の よ う な 笑 い声 を み

・ せ る 母 の 象徴 と も 考 え ら れ る 。 そ も そ も 、 姿が大 き く な る 異形の も の に は 、 土蜘蛛や大入道な

どの妖怪がい る が、 大 き な女 と い う の は 、 子供 の 目 か ら 見 た母 の姿 と も と れ る の で あ る 。 鏡花
は 「た そ がれ の 味」 （明治41年） で 「例へ ば人 の 行 く に し ま し て も 、 善 と 悪 と は、 昼 と 夜 の や
う な も の ですが、 その 善 と 悪 と の 間 に は 、 又滅すべか ら ず、 消すべか ら ざる 、 一種微妙 な所が

あ り ま す。 善 か ら 悪 に 移 る 刹那、 悪か ら 善 に 入 る 刹那、 人 間 は そ の 間 に 一種微妙 な 形象、 心状

を 現 じ ま す。 」 と 、 ひ と り の 人 間 の持つ善 と 悪 に つ い て 述べて お り 、 子 を 生 かす も 殺す も 、 そ
の手 に委ね ら れて い る と い う 、 母の両義性 に も 着 目 し て い た の で は な い か と 考 え ら れ る 。

物語の最後 に登場す る エ ピ ソ ー ド は、 大正 2 年 2 月 20 日 に実際に起 き た神 田 の 大火 に 因 ん だ
も の で あ る 。 こ の火事は、 午前 1 時40分ごろ に神 田三崎町か ら 出火 し 、 翌朝 ま で 6 時間 に 渡 っ

て 燃 え 広が っ た。 焼失戸数は約 3 千500 に 及 び、 広 さ に し て 長 さ 15丁幅 5 丁あ ま り （約27万坪）
38)

を 焼 き 払 っ た と い う 。 主人公は、 芝の 青葉館 文士達の集い場所 と な っ て い た 、 紅葉館の も

じ り で あ ろ う 、 そ こ で行 わ れ た 宴会か ら 酔 っ て 人力 車 で帰宅す る 途 中、 九段坂で 女 に 避返す
39)

る 。 こ の 時 は 、 酔いの迷いか、 彼 自 身 も 大男 に な っ て い た と い う 。

「 ほ 、 ヽ 。 」
と 花が咲い たや う に 笑つ て、 す ら り と 立直つ た と 思 ふ と 、 坂の上の石の常燈明が裾模様に

見 え て 、 懐手の う し ろ 姿で、 九段坂に掛つ た ら し く 、 少 し、 低 く 成つ て、 すつ と 下 り て 、 俎
ち か め

橋の 郵便局 の大屋根の 時計の盤面 を 、 婦が近視眼で も あ り さ う に 、 濃い眉 を 、 卜 さ し寄せて
覗い た 時、 下ぶ く れの横顔が、 霜 よ り も 白 か っ た。 海 に 暗礁の黒い其の大 き な 瞳 に 、 針が、
其の夜 は零時三十分 を 、 ま ざ ま ざ と さ し て 居 る 。
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地図 4 東京市麹町区全図 （部分）
1907年 （明 治40) 人文社復刻
0の部分に郵便局があ る 。
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図 2 都新聞より
1913年（大正 2 ) 2 月 21日

九段坂 、靖 国神社の常夜燈は、 明治 4 年の完 成 で、 高い石組 の上に平面が八角 形の櫓 を乗 せ
40) 

たっくりで、海の上 からもその灯 りが見えたという。昭和 5 年に九段坂の勾 配 の改修 が行わ れ

た際 、道 の反対側 に移 され、 現在 に至 っている。坂 の上 がり口 にあたる俎橋 の南西 には地図 4
のとおり郵便局 があっ た。時計 といった科 学技 術 の発達 や近代 文明の象徴が、科 学では解明出
来ない異形の女の瞳 の中に映 る、 そのアンバ ラ ン スさこそが、美 しくも静 かな恐怖 を読 む者に

呼び起 さ せるシー ン である。
女の 「火事 だよう」の声 は、 この日も聞こえている。
そして 翌 日、火事 を報 じる新聞号外を見た主人公 は驚愕 した。図 2 に掲 げる様に、焼 け跡 が

女の姿そのものであっ たからである。

さ ばけ がみ か し ら

明方新聞の号外を視 ると、私 は真蒼 に成 った。焼跡 を黒 く塗 つたのが、火元 を捌 髪の 頭
もtそ な ぴ

にして 、細腰 の長い裳 が、ー ツ 橋 の堀 で留 まつて 、 黒髪の靡 い た端 か、其 れとも帯の結 目 か

と思ふ のが、裏神保町あたり、片袖 を胸 に袖 口 の 見える所 が、神保 町 の電車の停留 場に成 つ
え ん おんな

て、視 るも艶 な、 婦の黒 い影が、紫 の蜘 蛛 の血 を絞 ったやうなイ ン キ で、ベ タ リと塗 られ
ほ と l!L

て、逍 つて、濃 く濡 々として居 た。

番地な どの書き込みが白 く抜 かれている部分 が 「霞 か霧 か、障 子紙一 重隔 てた幻 のやうに見
41 )  

える」とあり、 実 際 には号外を見 た鏡花が、創 作の意欲 をかき立 てられたものと考えられる。
「黒髪」は、 現実 に起 こった事件 をもとに描かれた作品だが、事件 を起 こしている大女の幽霊
は、恐 れるべき存在 であるとともに、母を思わせる「云ふ に云 はれない、威厳 と、 したしみと、

もの 、 あはれを知つだ情 と、 可憐 と、然 も凄 さと神々しさとが備 はつて居 」る理 想の女性像で
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もあっ た 。

お わ り に

鏡花 は、 お化けを描く時の心構 えについて 、「 怪異と表現法」 （明治42年） の 中で次 の ように
述べている。

不思議 を描くには不 思議 らしく書 いては不可 ません。斯 うやつて お話してをります 中に、

畳 の 中 から鬼 女の首 が現れたなぞ と申 しましても、 あんまり突拍 子もなくて凄味 もありませ
ん。 です から、幽霊 を幽霊 とし、妖怪 を妖怪 として書 いてば怖 くない、只何 となく不 思議 な

もの が出て来 て、 物を云 ったり何 かす る方が恐 ろしいの です 。

しかし、後年になって鏡花 は、「私 は長 い間 お化けを書いて来 たが、恨みを持たぬ お化け、
42) 

怨霊 でないお化けを書 こうとして来 たが、それが書けなかった。」と述べたという。つまりは、
鏡花作 品の怪異は、訳 あって現れたもの であると言 えよう。

さらに鏡花 は 「 おばけず きの いはれ少 々と処 女作 」（明 治40年） の 談話の 中で、次 の ように

記して いる。

僕 は明かに世に二 つの 大なる超 自然力の あることを信 ず る。これを強ひ て一纏 めに命名 す

ると、ー を観音力、他 を鬼神力とでも呼 ばうか、共 に人間はこれに対して到底不可抗力の も

のである。鬼神力が具 体的に吾人の前に顕現する時は、 三つ目 小僧 ともなり、 大入道 ともな

り 、一歩脚傘 の 化物ともなる。世に所謂 妖怪変化の 類は、すべて これ鬼神力の具 体的現前 に

外 ならぬ 。

神 や仏 、 そして お化けの 存在 を信 じ て いた鏡花であるからこそ、作 品に登 場す る怪異が、 リ
アリ ティ を持って 読 者に迫 っ てくるのである。さらに鏡花 は、明治末 期に起 こった文壇におけ

る怪談ブ ー ムを受け、 お化けについて の座 談会に好 んで参 加 し、 自ら怪談を興 じ たこともあ っ
43) 

といっ 。
鏡花 はまた 、 たいへんな潔癖症 であった。生もの は口にせず 、旅 にも煮炊 きの道具 を持 って

行く、二 階 へ上る階段用の雑 巾 は 3 種 類用意す る、 といったエ ピ ソ ー ド が伝 わって いる。文字
に対して も 「豆腐」 という漢字 が豆 が腐 ることを連想す るため、「豆府」 という字 に書 き換 え

44) 

たこと、「蠅 を憎 む記」（明治34年）などからは、腐敗 や汚 れに対す る恐怖 がうかがえる。こ の
よ う に 様 々な逸話 が残 っ ているが、 この潔癖 さ こ そが、 磨 かれた 文体 と繊細 な言語感覚 に表れ

て いるといえよう。
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鏡花作 品 の 怪異 は 、 「葛飾砂子」 で は水辺 に ま つ わ る 女 の 生 と 死 の 物 語 と し て 現 れ る 。 そ れ

は 同 時 に 、 江戸 の 面影 と 人情 の 美 し さ を 描 い た も の で も あ っ た 。 「陽炎座」 で は 、 都市 の 周 縁

部 に 因縁あ る 女 た ち が登場 し 、 自 然 を 超 え た 存在 と し て の 動物 が、 モ チ ー フ に使わ れ て い る 。

そ し て 「黒髪」 に は 、 異形の 「母 な る も の 」 が、 恐 れ と 優 し さ を 持 っ て 、 つ ま り 逆 ら う こ と の

出 来 な い 絶対的 な 存在 と し て 現 れ る 。 こ れ ら の物 語 は 、 恐 ろ し さ と 同 時 に ひ と つ の 完成 さ れ た

美 し さ を 放 っ て お り 、 そ れが今 日 な お 、 読 む 者 に 斬新 な 印象 を 与 え 続 け て い る の で あ る 。

本論で挙げた 三作 品 は 、 こ う し た 美 的世界 を 東京の都市風景 の 中 に 写 し 出 し た こ と に 大 き な

特徴があ る 。 江戸以来 の 歴 史 と 文化 を そ の 内底 に 秘 め た 近代の 東京 は 、 水辺、 坂、 辻 と い っ た

よ う な 、 異 界 の 入 口 と な り う る 場所が数多 く 存在す る 。 鏡花 は 、 都市東京 の そ う し た場所 を 巧

み に 描い た 作家 で あ っ た 。 さ ら に い え ば、 鏡花 の 描 く 江戸情緒、 因縁、 動物 、 母 な る も の は 、

近代化 を 示す キ ー ワ ー ド と も い え る 文 明 、 科学、 人 間 、 父 な る も の と は 、 すべ て 相 反す る 概念

で あ る 。 鏡花文学 と は 、 こ の よ う な 手法で、 性急 な 近代化へ の批判 を 内在 さ せ た 特異 な 世界 を

持つ も の で あ っ た 。

【註】

1 ) 宮 田 登 『都市空間 の怪異j （角 川 書店 2001年）
2 ) 『鏡花』 （泉鏡花記念館 2009年）
3 ) 前 出 、 『鏡花j
4 ) 前 出 、 『鏡花』
5 ) 「 日 本民俗大辞典」 （吉川 弘文館 2000年）
6 ) 小林輝冶 「 『草迷宮」 の構造」 （ 「鏡花研究」 四 1979年 3 月 ） な ど に よ れ ば、 「草迷宮」 に は 平

田篤胤 に よ る 聞書 「稲生物怪録」 等の物語か ら の影響が指摘 さ れて い る 。
7 ) 澁澤龍彦 「解説」 （ 『夜 叉 ケ 池 ・ 天守物語』 岩波文庫 1 984年）
8 ) 山 田有策 「解説」 ・ （ 『高野聖j 集英社文庫 1992年）
9 ) 江戸後期 の 臨済宗古 月 派の禅僧 ・ 仙臣義梵 の 描 い た 「O△□図」 は 、 鈴木大拙著、 月 村麗子訳

『仙臣の書画』 （岩波書店 2004年） に よ れ ば 「宇宙」 を 表す と い う 。
10) 「大百科事典j 平凡社
1 1 ) 鏡花 は 「遠野 の 奇 聞」 （ 明 治43年） で、 東北の 一 地 方 の 口 碑 を 蒐集 し た柳 田 国男 の 「遠野物 語」

（ 明 治42年） に 賛辞 を 贈 っ て い る 。 折 口 信夫 は 、 晩年 の 鏡花 と の 出 会 い を 「鏡花 と の ー タ 」 な ど
の エ ッ セ イ に 記 し た 。

12) 朝 田 祥次郎 「 「葛飾砂子」 考」 （ 「神戸大学教育学部研究集録」 第34集 1964年 9 月 ） に よ る 。 な
お 、 竹 内 誠編 『東京 の 地 名 由 来辞典』 （東京 堂 出 版 2006年） に よ れ ば、 葛 飾 と い う 地 名 は 、 下
総国の郡名 で、 古代の葛飾郡 の 範 囲 は 、 東京都葛 飾 区 、 江戸 川 区、 墨 田 区、 江東区 と 、 千葉県市
川 市 、 柏市、 松戸市、 船橋市や、 埼玉県の栗橋町及び茨城県古河市、 同 県 の五霞町、 総和 町 ま で
及ぶ広 大 な 地域で あ る と い う 。

13) 「葛飾砂子」 は 大正 9 年12月 、 作家 ・ 谷崎潤 一 郎 の 脚 色 で大正活 映 よ っ て 映画化 さ れ た 。 シ ナ
リ オ や フ ィ ル ム は 現存 し な い と い う が、 東京 日 本橋生 ま れ の 谷崎 を 捉 え る 魅力 が、 こ の 作 品 に
あ っ た こ と が う かがわ れ る 。

14) 宮 田登 『妖怪の 民俗学』 （岩波書店 1985年）
15 ) 以 下 の 解説、 「お い て け堀」 か ら 「狸囃子」 ま で （ 「埋 蔵 の 構」 「小 豆 婆」 を 除 く ） は 、 末 木 よ
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り 子 「本所七不思議 と 江戸 の 範 囲 」 （ 『 隅 田 川 の伝説 と 歴 史』 す み だ 郷 土文 化 資料館編 2000年）

に よ る 。

16 ) 田 中 貴子 『鏡花 と 怪異』 （平凡社 2006年）

17) 亀井秀雄 「 『 陽炎座J の か ら く り 」 （ 「 国 文学」 1991年 8 月 ）

18) 中村規 『江戸東京の 民俗芸能 1 神 楽 』 主婦の 友社 1992年

19 ) 「本所七不思議之 内 狸囃子」 （ 明 治19年 歌川 国輝画） に も 「狸 も い さ む腹鼓、 神楽囃子 に 透

引 わ れ て 、 夜毎聞 ゆ る 太鼓の音」 と 記 さ れて い る （ 口 絵12参照） 。

20) 前 出 、 『 日 本民俗大辞典j

21 ) 前 出 、 宮 田登 『都市空 間 の怪異』 で は 、 ウ プ メ と い う 産婦 の霊 を 取 り 上 げ、 個 人 的 な 恨み を 持

つ 幽 霊 か ら 、 普遍的 な 存在 と し て の妖怪へ の 変化 に つ い て ふ れて い る 。

22) 前 出 、 『 日 本民俗大辞典』

23) 『 日 本国語大辞典』 小学館

24) 前 出 、 田 中貴子 『鏡花 と 怪異』

25) 前 出 、 亀井秀雄 「 『 陽炎座』 の か ら く り 」

26) 笠原伸夫 「 「 陽炎座」 黒髪 と 朱鷺色 の椿」 （ 「論集 大正期 の 泉鏡花』 お う ふ う 1999年） で

は、 「陽炎座」 の子供芝居 を 「華や か な 格式 を も つ 小芝居 と は 無縁 の 、 怪 し く い か が わ し い 夢現

象の 世界」 と し て い る 。

27) 前 出 、 『大百科事典』 平凡社

28) 種 田 和 加 子 「 『 陽 炎座』 論 都市 ・ 音 ・ 鏡――-」 ( 『論集 泉 鏡 花』 第 二 集 泉鏡花研究会編

.1991年）

29) 『東京都地名 大辞典』 角 川 書店

30) 前 出 、 宮 田登 『都市空間 の怪異』

31 ) 「善知安方忠義伝」 （ 『 山 東京伝全集j 第16巻 ぺ り か ん社 1997年） に よ る 。

32) 『 日 本伝記伝説大事典』 角 川 書店

33) 前 出 、 『 日 本伝記伝説大事典J

34) 前 出 、 『 日 本伝記伝説大事典』

35) 宮 田登 『 ヒ メ の 民俗学』 （青土社 1887年）

36) 前 出 、 宮 田登 「都市空 間 の怪異』

37) 前 出 、 「大百科事典」 平凡社

38) 「都新 聞」 1 9 13年 2 月 21 日 の記事 に よ る 。

39) 鏡花 の 作 品 に は 、 自 己像幻視 に よ る 怪異 も 多 く 指摘 さ れ て い る が、 「黒髪」 に お け る 巨 大化 し

た 自 己 の 幻影 も ま た 、 そ の 変形 と 考 え る こ と が 出 来 る 。

40) 山 本駿次朗 『百年前の東京絵図J （小学館文庫 1999年）

41 ) 焼 け跡 の 図 が女 の 姿 に 見 え る こ と に つ い て は 、 す で に 須 田 千里 「女物語� 紅葉、 鏡

花＿」 （ 『 ジ ェ ン ダ ー の 生 成 古今集 か ら 鏡花 ま で』 臨 川 書店 2002年） に お い て 「時事新報」

(1913年2月 21 日 ） の 記事が紹介 さ れて い る 。 本論で は 作 者 の 記す 「号外」 に つ い て は未見で あ る

が、 「都新聞」 （ 同 日 ） に お い て も 同様の 図版が掲載 さ れて い た た め 、 こ れ を 引 用 す る も の と す る 。

42) 池 田 弥三郎 「 日 本の 幽霊一身辺の民俗 と 文学一j （ 中 央公論社 1959年）

43) 東雅夫 「解説」 （ 『文豪怪談傑作選 泉鏡花集 黒壁』 ち く ま 文庫 2006年）

44) 寺木定芳 『人、 泉鏡花j （武蔵書房 1943年）

※ 本論の 引 用 は 、 『鏡花全集』 （岩波書店 1986~89年） に よ る 。 な お 引 用 文 は 、 必要 に 応 じ て ふ り

が な を 付 し 、 旧 字 は新字 に 改 め た 。
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